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直腸粘膜下腫瘍の形態を呈した前立腺癌直腸壁転移の1例
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直腸粘膜下腫傷の形態を呈した前立腺癌直腸壁転移の１例
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直腸粘膜下腫傷は稀な疾患ではなく，平滑筋腫など

の非上皮性腫傷としてしばしば経験するが，前立腺癌

がその原因となることは極めて少ない。今回，直腸粘

膜下腫傷の形態を呈した前立腺癌直腸壁転移の１例を

経験したので文献的考察を加え報告する。

森

症 例

症例：５８歳，男'性。

主訴：便秘。

既往歴：前立腺癌で1997年９月より内分泌療法を施Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

要

症例は58歳，男性。’997年９月より前立腺癌に対して内分泌療法を施行していた。’998年６月頃から

便秘を認め直腸腫傷の疑いで当科へ入院となった｡入院時検査所見ではPSA値が210.0,9/mlと高値であっ

た。注腸Ｘ線，大腸内視鏡所見で直腸右側前方に径'2cmの大の粘膜下腫癌を認め，ＣＴ，ＭＲ所見では悪性

腫蕩を疑った。超音波内視鏡所見では筋原性腫傷も疑われたが，腫癌の増大に比例してＰＳＡ値も増加し

ていることから前立腺癌の直腸転移を第一に考えた。治療は，腹会陰式直腸切断術を施行した。抗PSA，

PSAP抗体による特殊染色を含めた病理組織学的検討により前立腺癌の直腸壁転移と診断した｡本症例の

成因としては前立腺癌の経直腸的生検による播種の可能性が考えられた。
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現病歴：1998年６月頃から便秘を認めたため近医を

受診し，直腸診で直腸前壁を中心に硬結を触知したた

め，精査目的で当科へ入院となった。

入院時現症：結膜に貧血・黄桓はなく，腹部に圧痛

を認めなかった。直腸診で直腸前壁から右壁に表面平

滑な硬結を触知した。

入院時検査所見：末梢血，生化学検査に異常は認め

られなかった｡腫傷マーカーは前立腺特異抗原(prostate

specificantigen：ＰＳＡ)が210.0,9/mlと著明に高値を

示した。

注腸Ｘ線所見(図１）：直腸上部から下部の右側前方

に径12cm大の粘膜下腫傷を認めた｡粘膜面にはdelleは

認められなかった。

大腸内視鏡所見(図２）島直腸上部から下部にかけて

主に前壁側からの圧排像を認めた。直腸内腔の粘膜面

は平滑で，潰傷やびらん，出血などは認めなかった。

同部位の紺子生検は上皮成分の採取にとどまったが，

悪性所見は認められなかった。

骨盤部ＣＴ所見：1998年１月前立腺癌に対する内分
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